
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１ 調査目的 

 

義務教育の機会均等

と水準の維持向上の観

点から、全国的な児童

の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策

の 成 果 と 課 題 を 検 証

し、その改善を図ると

ともに、学校における児

童への教育指導の充実

や学習状況の改善等に

役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、

教育に関する継続的な

検証改善サイクルを確

立する。 

 
２ 調査対象 
 

小学校・義務教育学校 

第６学年児童 

（3,８５３人実施） 

 
３ 調査方法・内容 
 
(1)児童に対する調査 

①教科に関する調査 

（国語、算数、理科） 

主として「知識」に

関する問題と主とし

て「活用」に関する

問 題 を 一 体 的 に 出

題。 

②質問調査 

学習意欲、学習方法、

学習環境、生活の 

諸側面等に関する調査

(2)学校に対する調査 

学校における指導方法に

関する取組や人的・物的な

な教育条件の整備の状況

等に関する調査 

 

４ 調査実施日 
 

令和７年４月１７日(木) 

５ 教科に関する調査（国語、算数、理科）の結果の概要 

 

 国語 ・ 算数 ・ 理科  
 

・令和７年度 

   
国語 

正答率   計算値 
算数 

正答率   計算値 
理科 

正答率   計算値 

江東区 72 102.8 67 104.7 61 101.7 

東京都 70 100 64 100 60 100 

全 国 66.8 95.4 58.0 90.6 57.1 95.2 

 

・参考（令和６年度） 

   
国語 

正答率     計算値 
算数 

正答率     計算値 

江東区 73 104.3 72 105.9 

東京都 70 100 67 100 

全 国 67.7 96.7 62.5 93.2 

 

各教科の調査結果について 

【国語】 

○「書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係

に注意したりして、文章の構成を考えることができるかどうかをみる」問題の正答率

は、国６５.５％、都６９.７％に対し、本区 7４.２％と国、都より高い正答率だった。 

〇「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることが

できるかどうかをみる」問題の正答率は、国５６.３％、都５６.５％、本区６１.６％と

国、都より高いものの、全体的に低い正答率だった。 

【算数】 

○「示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算することがで

きるかどうかをみる」問題の正答率は、国 7４.５％、都７８.９％に対し、本区８１.３％

と国、都より高い正答率だった。 

〇「分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単

位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる」問題の正答率は、

国２３.０％、都２９.７％、本区３４.１％と国、都より高いものの、４割を切る低い正答

率だった。 

【理科】 

○「氷がとけてできた水が海に流れていくことの根拠について、学習したことを関連付

けて、知識を概念的に理解しているかどうかをみる」問題の正答率は、国６０.９％、

都６３.９％に対し、本区６７.２％と国、都より高い正答率だった。 

〇「レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだ

し、表現することができるかどうかをみる」問題の正答率は、国２９.９％、都３３.４％、

本区３３.５％と国、都より高いものの、４割を切る低い正答率だった。 

 

令和７年度「全国学力・学習状況調査」の江東区の状況について【小学校・義務教育学校（前期課程）】 令 和 ７ 年 １ ２ 月 ８ 日 
指 導 室 

８ こうとう学びスタンダードネクスト・ステージとの関連 （ ）内は令和６年度の数値 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

６ 江東区長期計画の指標との関連 （ ）内は令和６年度の数値 

 

指標名 
目標値 

令和 11 年度 

令和７年度 

江東区 東京都 全国 

全国学力学習状況調査で都平均を
１００としたときの区の数値 

１０７ 
１０３．０ 

（１０５．１） 
１００ 

９３．７ 
（９５．０） 

自分にはよいところがある 
と思う児童の割合 

１００％ 
８７．３％ 

（８３．３％） 
８７．２％ 

（８４．５％） 
８６．９％ 

（８３．１％） 

人の役に立つ人間になりたい 
と思う児童の割合 

１００％ 
９５．５％ 

（９４．８％） 
９５．６％ 

（９４．９％） 
９６．４％ 

（９５．９％） 

 

７ 児童質問調査の結果の概要 

 

○ 学校生活について 

  「学校に行くのは楽しいと思う」と回答している児童の割合は、国 86.5％、都

86.1％、本区 85.9％（令和６年度比 国+1.7 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+1.8 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+2.2 ﾎﾟ

ｲﾝﾄ）である。前回調査から肯定的な回答が増加している。 

○ 自己肯定感について 

  「自分にはよいところがある」と回答している児童の割合は、国 86.9％、都 87.2％、

本区は 87.3％（令和６年度比 国+3.8 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+2.7 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+4.0 ﾎﾟｲﾝﾄ）で

ある。前回調査から肯定的な回答が増加している。 

○ いじめについて 

「どんな理由があってもいけないことだ」と回答している児童の割合は、国 

97.2％、都 96.4％、本区は 96.6％（令和６年度比 国+0.5 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+0.5 ﾎﾟｲﾝ 

ﾄ、本区+1.1 ﾎﾟｲﾝﾄ）である。前回調査から肯定的な回答が微増している。 

○ 授業における ICT 機器の活用について 

  「５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程度使用

しましたか」で週３回以上と答えた児童の割合は、国 71.7％、都 75.9％、本区は

79.7％（令和６年度比 国+12.2 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+11.6 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+9.1 ﾎﾟｲﾝﾄ）であ

り、前回調査から肯定的な回答が大幅に増加している。 

質問項目 江東区 東京都 全国 

５年生までに受けた授業では、 

課題の解決に向けて、自分で考え、 

自分から取り組んでいましたか 

８１．７％ 
（８２．７％） 

８１．０％ 
（８１．８％） 

８０．３％ 
（８１．９％） 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、新たな考え方に 

気付いたりすることができますか 

８５．０％ 
（８６．２％） 

８４．７％ 
（８５．７％） 

８４．９％ 
（８６．３％） 

 

太字ゴシック（網掛け）：全国・都ともに上回ったもの 
太字ゴシック     ：全国のみ上回ったもの 
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令和７年度「全国学力・学習状況調査」の江東区の状況について【中学校・義務教育学校（後期課程）】 

１ 調査目的 

義務教育の機会均等

と水準の維持向上の観

点から、全国的な児童

の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策

の 成 果 と 課 題 を 検 証

し、その改善を図ると

ともに、学校における生

徒への教育指導の充実

や学習状況の改善等に

役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、

教育に関する継続的な

検証改善サイクルを確

立する。 

 
２ 調査対象 

中学校第３学年生徒 

義務教育学校第９学年 

生徒 

（２，５４０人実施） 

 
３ 調査方法・内容 
(1)生徒に対する調査 

①教科に関する調査 

（国語、数学、理科※） 

主として「知識」に

関する問題と主とし

て「活用」に関する

問 題 を 一 体 的 に 出

題。 

 ※理科は CBT による

調査 

 

②質問調査 

学習意欲、学習方法、

学習環境、生活の 

諸側面等に関する調査

(2)学校に対する調査 

学校における指導方法に

関する取組や人的・物的な

教育条件の整備の状況等

に関する調査 

 

４ 調査実施日 
 

令和７年４月１７日(木) 

５ 教科に関する調査（国語、数学、理科）の結果の概要 

 

a 国語 ・ 数学 ・ 理科  
 

・令和７年度 

   
国語 

正答率  計算値 
数学 

正答率  計算値 

理科 
IRT スコア 

１ ２ ３ ４ ５ 平均値 

江東区 58 101.8 54 101.9 3.0 24.2 46.3 21.5 5.0 ５０７ 

東京都 57 100 53 100 3.6 25.7 43.8 21.4 5.5 506 

全 国 54.3 94.7 48.3 91.1 4.2 27.3 42.0 20.3 6.2 503 

 

・参考（令和６年度） 

   
国語 

正答率  計算値 
数学 

正答率  計算値 

江東区 62 101.6 57 100 

東京都 61 100 57 100 

全 国 58.1 95.2 52.5 92.1 

 

各教科の調査結果について 

【国語】 

○「書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開

を考えることができるどうかをみる」問題の正答率は、国６３.３％、都６７.４％に対

し、本区 7０.４％と国、都より高い正答率だった。 

〇「読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えるこ

とができるかどうかをみる」問題の正答率は、国３０.１％、都３４.２％、本区３５.７％

と国、都より高いものの、全体的に低い正答率だった。 

【数学】 

○「事柄が常に成り立つとは限らないということを説明する場面において、反例をあげ

ることができるかどうかをみる」問題の正答率は、国６２.８％、都６７.５％に対し、

本区６９.２％と国、都より高い正答率だった。 

〇「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうか

をみる」問題の正答率は、国３８.０％、都４３.９％、本区４５.２％と国、都より高いも

のの、５割を切る低い正答率だった。 

【理科】 

○「科学的な探究を通してまとめたものを他者が発表する学習場面において、探究から

生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに着目した振り返りを表現できるかどう

かをみる」問題の正答率は、国７９.４％、都８０.３％に対し、本区８２.１％と国、都よ

り高い正答率だった。 

〇「身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための課題を設定でき

るかどうかをみる」問題の正答率は、国４６.２％、都４５.９％、本区４６.８％と国、

都より高いものの、５割を切る低い正答率だった。 

 

令 和 ７ 年 １ ２ 月 ８ 日 
指 導 室 

８ こうとう学びスタンダードネクスト・ステージとの関連 （ ）内は令和６年度の数値 
 

 

６ 江東区長期計画の指標との関連 （ ）内は令和６年度の数値 

 

指標名 
目標値 

令和 11 年度 

令和７年度 

江東区 東京都 全国 

全国学力学習状況調査で都平均を
１００としたときの区の数値 

１０５ 
１０１．８ 

（１００．８） 
１００ 

９２．９ 
（９３．７） 

自分にはよいところがある 
と思う生徒の割合 

１００％ 
８７．１％ 

（８２．８％） 
８６．７％ 

（８３．４％） 
８６．２％ 

（８３．３％） 

人の役に立つ人間になりたい 
と思う生徒の割合 

１００％ 
９５．６％ 

（９３．４％） 
９５．３％ 

（９３．９％） 
９６．６％ 

（９５．２％） 

 

７ 生徒質問調査の結果の概要 

 

○ 学校生活について 

  「学校に行くのは楽しいと思う」と回答している生徒の割合は、国 86.1％、都

86.5％、本区 87.0％（令和６年度比 国+2.3 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+2.5 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+4.8 ﾎﾟ

ｲﾝﾄ）であり、国や都の数値を上回り、肯定的な回答が増加している。 

○ 自己肯定感について 

  「自分にはよいところがある」と回答している生徒の割合は、国 86.2％、都 86.7％、

本区は 87.1％（令和６年度比 国+2.9 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+4.3 ﾎﾟｲﾝﾄ）で

ある。国や都の数値を上回り、肯定的な回答が増加している。 

○ いじめについて 

「どんな理由があってもいけないことだ」と回答している生徒の割合は、国 95. 

9％、都 95.2％、本区は 95.2％（令和６年度比 国+0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+0.5 ﾎﾟｲﾝﾄ、 

本区+2.0 ﾎﾟｲﾝﾄ）である。国と比較すると若干低い数値であるが、前回調査から肯 

定的な回答が増加している。 

○ 授業における ICT 機器の活用について 

  「１、２年のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器をどの程度使

用しましたか」で週に３回以上と答えた生徒の割合は、国 76.5％、都 80.1％、本

区は 80.4％（令和６年度比 国+11.1 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+12.0 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+18.0 ﾎﾟｲﾝﾄ）

であり、前回調査から肯定的な回答が大幅に増加している。 

 

質問項目 江東区 東京都 全国 

１・２年生のときに受けた授業では、 

課題の解決に向けて、自分で考え、 

自分から取り組んでいましたか 

７８．７％ 
（７７．９％） 

７８．８％ 
（８０．６％） 

７７．７％ 
（８０．３％） 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、新たな考え方に 

気付いたりすることができますか 

８４．０％ 
（８３．７％） 

８５．２％ 
（８５．５％） 

８４．７％ 
（８６．１％） 

 

太字ゴシック（網掛け）：全国・都ともに上回ったもの 
太字ゴシック     ：全国のみ上回ったもの 
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